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2023（令和 5）年度 大学の教育研究上の目的・方針（ポリシー） 

大学の理念・目標 

（建学の精神） 

人それぞれに天職に生きる 

 

（実践綱領） 

[独立と自由] 自由の本質をわきまえ、独立の心を養う 

[創造と奉仕] 創造力を培い、すすんで社会に奉仕する 

[遵法と敬愛] 規律を守り、互いに敬愛する心を育てる 

 

 

本学の使命・目的は、豊かな教養と人間性を身につけ、生きがいを持って社会に貢献できる人

材を育成することである。そのため建学の精神に併せて実践綱領として「独立と自由」「創造と奉

仕」「遵法と敬愛」を謳い、本学の教育に反映させてきた。豊かな教養と人間性を身につけ、自立

し、社会に貢献できる力、具体的には、考えて行動し、チーム力を大切にする、目に見えない学

力を「人間力」と位置づけ、社会で即戦力となる「人間力」を備えた人材の育成こそ時代の要請で

あり、本学の目的である。 

 

 

（求める学生像） 

1. 自分の個性や適性について考え、自分の持てる力、可能性を切り拓いていこうとしている人 

2. これまで体験したことや人との出会いなどを整理し、大学で学びたいと思う動機をはっきり持

っている人 

3. 未来の夢や、これから主体的に取り組んでいきたいことについて、情熱をもって人に伝える

ことができる人 

大学のディプロマポリシー 

建学の精神である「人それぞれに天職に生きる」と実践綱領を自覚し、在学

中に専門的知識・技能・人間力を身に付け、天職を通して個性や長所を発揮で

きる資質や能力を有している人に卒業を認定し、学位を授与する。 

 

 

 

大学のカリキュラムポリシー 

知的発達・身体的発達・社会的発達を人間力の向上と捉え、建学の精神と

実践綱領に則り、初年次から一人ひとりの学生を支援する教育体制を整える。

これを踏まえて専門的知識の修得・行動力・思考力・判断力・技能・問題解決力

を身に付け、個性と長所を発揮する力を養成できる教育課程を編成する。 

 

 

 

大学のアドミッションポリシー 

建学の精神と実践綱領を踏まえて、自己の個性や長所を見出し、それを伸

ばし、将来の自己実現や人間力の養成に関心を持ちつつ、教育に関する知識

と技能を修得するための基礎学力・思考力・判断力・表現力・意欲・態度・積極

性を有している人を求める。 

臨床教育学部の目的 
個人の可能性を引き出す教育とともに、幼児、児童及び生徒などの教育の困難に直面している親・教師の問題を具体的に研究し、これらの問題を解決する能力を伸ばす教育につ

いて、教育・研究することを目的とする。 

教育学科の目的 臨床教育学の教育・研究を通じて、実社会での教育実践能力を養成する。 

児童教育学科の目的 臨床教育学の教育・研究を通じて、乳幼児期及び児童期の教育の理解と実践能力を養成する。 

経営教育学部の目的 現代社会が直面する産業・技術動向に関する幅広い知識を、教育・研究することを目的とする。 

経営教育学科の目的 経営学及び教育学の教育研究を通じて、実社会での実践能力を養成する。 
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2023（令和 5）年度 臨床教育学部 教育学科の教育方針（ポリシー） 
ディプロマ 

（卒業の認定に関する方針） 
カリキュラム 

（教育課程の編成及び実施に関する方針） 
アドミッション 

（入学者の受け入れに関する方針） 

【学部】 

臨床教育学部に在籍し、教育理念・教育目標に沿って設定した授

業科目を履修し、各分野の単位を修得することを学位授与の基準

とする。 

 

【学科】 

教育学科は、卒業に必要な単位を取得し、以下のような能力を備

えた学生に卒業を認定し、学士(教育学)の学位を授与する。 

 

【学部】 

学生が自己の専攻分野の学修を高度化・深化できるような教育内

容と学修方法を踏まえた教育課程を編成する。専門知識や技能

の修得と同時に、人間力や豊かな人間性の育成を目指す学修方

法を整える。 

 

【学科】 

教育学科は、教育目的や学位授与方針に沿って、優秀な教育

者や広く実社会で活躍しうる有能な人材を育成するため、深い専

門性、豊かな人間力、幅広い教養が身に付けられるよう教育課程

を編成する。 

1）教育学及び関連する学問の知識を身に付けた人間を育成

する。 

2）教員志望の学生には、教職課程において１年次から充実し

た教職教育を行い、質の高い学校教員を育成する。 

3）基礎教養科目、学部共通科目、外国語科目、保健体育科

目、専門教養科目、ゼミ（演習）形式の科目等の履修により、専門

分野にとどまらない豊かな人間力と幅広い教養を身に付けた人間

を育成する。 

この方針のもと、本学科での教育課程は概ね次のようにする。

1･2 年次には専門領域を学ぶにあたって知っておくべき基本的な

知識を修得する科目を履修する他、基礎教養科目、学部共通科

目、および外国語科目、保健体育科目を履修する。3 年次にはゼ

ミ（演習）を選択し、一人ひとりが学問的課題を設定し、課題解決

に必要な思考力・判断力・表現力の基礎を身につける。また、主

に専門教養科目を履修し専門性を深め得ていく。4年次には必須

である卒業論文の作成に取り組むことを通して、主体的に研究す

ること、偏見無く多面的論理的に課題に取り組むこと、成果を適切

に表現することを学ぶ。この間、教員を志望する者は教員免許取

得のための教職課程科目を履修し、豊かな人間力と専門性を身

に付けた教員を目指す。 

 

【学部】 

学生生活を通して素質や可能性を発見し、引き出し、育て、人類

文化の創造に寄与することが臨床教育学部の教育目的である。

そのため大学の内外おいて学修と経験を積み重ねることによって

人間力を育成するとともに、自己の将来の進路を明確にするため

の基礎学力・思考力・判断力・表現力・意欲・態度・積極性を有し

ている人を求める。 

 

【学科】 

教育学科は教育目的、学位授与方針、教育課程の編成方針に

基づき、以下の力を有する学生を各種選抜試験によって受け入

れる。 

① 知識・理解 

本学科が求める基礎知識・技能を修得していることに加え、授業

を理解するための語学力を有している。 

② 汎用的技能(技能・表現) 

様々な課題に対し、多面的かつ論理的に考察することができる。

その考えを的確に表現することができる。 

③ 態度・志向 

何事にも偏見をもたず、さまざまな文化背景・生活体験を有する

人たちと良好な人間関係を構築し、協働的に活動できる素地が

あること。 

④ 総合的な学習経験と創造的思考力 

設定した課題について探求することができるとともに、多面的に学

習し、志向を深めることができる。 

 

知識・理解 Ⅰ 

本学科の柱である教育学及び関連学問に

ついて適確な知識を修得している。 

 

汎用的技能 

(技能・表現) 
Ⅱ 

自らの学習・探求した成果を、報告書や論

文、あるいは芸術作品として的確に表現

し、他者・社会と共有できる能力を身につ

けている。 

態度・志向 Ⅲ 

教育的課題・社会的課題の解決のため

に、多様な価値観・文化を持つ人々と協同

で問題を探求し活動することができる。 

統合的な学

習経験と創

造的思考力 

Ⅳ 

日本社会や国際社会において生じている

子どもを含む人間の多様な在り方・生き方

に関わる諸問題について、広く関心を持

ち、学問的に探求することができる。 
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2023（令和 5）年度 臨床教育学部 児童教育学科の教育方針（ポリシー）                                         
ディプロマ 

（卒業の認定に関する方針） 
カリキュラム 

（教育課程の編成及び実施に関する方針） 
 アドミッション 

（入学者の受け入れに関する方針） 

【学部】 

臨床教育学部に在籍し、教育理念・教育目標に沿って設定した授

業科目を履修し、各分野の単位を修得することを学位授与の基準と

する。 

 

【学科】 

児童教育学科の教育課程の所定の単位を修得し、次のような資質・

能力を備えた者に対し、卒業を認定し、学位を授与する。 

 

【学部】 

学生が自己の専攻分野の学修を高度化・深化できるような教育

内容と学修方法を踏まえた教育課程を編成する。専門知識や技

能の修得と同時に、人間力や豊かな人間性の育成を目指す学

修方法を整える。 

 

【学科】 

ディプロマポリシーに掲げる知識・技能等を修得できるよう、「幼

児教育コース」と「初等教育コース」を設け、全学部学科共通の基

礎教養科目、学科独自の必修科目及び専門教養科目からなる

教育課程を体系的に編成する。 

 

「幼児教育コース」は主に保育士や幼稚園教員など、保育者を目

指す学生のためのコースである。保育士資格および幼稚園教員

免許状の取得をメインに、併せて小学校教員免許状の取得も可

能である（特別支援教員免許状の取得については制限あり）。

「初等教育コース」は主に小学校教員、特別支援学校教員を目

指す学生のためのコースである。小学校教員免許状をベース

に、特別支援教員免許状、また幼稚園教員免許状の取得も可能

である。 

 

教職課程の実技系科目や指導法に関する科目については、「教

育実習」までに必要となる科目を修得できるよう系統的に開設す

るとともに、実際の保育・教育現場を体験できる機会を 1年次から

設け、2 年次には芦屋市立小学校における「学校インターンシッ

プ」を開設するなど、段階的・発展的に実習を行えるよう構成して

いる。 

 

教育課程全般を通じて、グループワークやプレゼンテーション等

のアクティブラーニングを活用し、実践力、表現力、コミュニケー

ション力の向上を図る。 

 

 

【学部】 

学生生活を通して素質や可能性を発見し、引き出し、育て、人類

文化の創造に寄与することが臨床教育学部の教育目的である。

そのため大学の内外おいて学修と経験を積み重ねることによって

人間力を育成するとともに、自己の将来の進路を明確にするため

の基礎学力・思考力・判断力・表現力・意欲・態度・積極性を有し

ている人を求める。 

 

【学科】 

子どもは次代を担う大切な存在である。彼らがすくすくと豊かに育

つようにかかわりサポー卜するのは大人の責任である。保育士、

幼稚園や小学校の教師には、子どもが夢や目標を持ち、彼らが

それを達成するように寄り添い、励まし導く教育力が求められる。

一方、家庭や地域社会の教育力が低下している今日、地域社会

と密接した関係にある保育園、認定こども園、幼稚園や小学校が

連携して子どもの教育にあたることが必要になる。児童教育学科

は、このような社会の期待に応える意欲のある人を求める。 

 

１．乳幼児期、児童期の子どもの心身の発達に強い関心があり、

子どもを取り巻く地域社会の発展に寄与することを目指す人。 

２．教育、保育、社会福祉の専門的な知識・技能を学修するため

の日本語読解力、表現力を有している人。 

３．保育士や幼稚園教員、小学校や特別支援学校教員としての

将来の明確な目的を持ち、多様な人々と協働して活動することが

できる人。 

 

 

知識・理解 Ⅰ 

1.乳幼児期、児童期の子どもの心身の発達

に関する幅広い知識を有している。 

2.教育・保育に関する専門的知識を有して

いる。 

汎用的技能 

(技能・表現) 
Ⅱ 

1.教育・保育の現場で必要とされる実践力を

身に付けている。 

2.教育・保育に関わる人々と積極的に関わ

り、互いに尊重しあう人間関係を構築できる

コミュニケーション力を有している。 

態度・志向 Ⅲ 

1.教員・保育者としての目標をはっきりと持

ち、教育・保育に主体的・自律的に、情熱と

責任をもって取り組むことができる。 

2.教育現場の諸問題を発見し、問題解決に

向けて適切に行動することができる。 

統合的な学

習経験と創

造的思考力 

Ⅳ 

保育・教育学に関する専門的知識や学修成

果を総合的に活用し、子どもを取り巻く地域

社会の発展に寄与することができる。 
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2023（令和 5）年度 経営教育学部 経営教育学科の教育方針（ポリシー） 
ディプロマ 

（卒業の認定に関する方針） 
カリキュラム 

（教育課程の編成及び実施に関する方針） 
アドミッション 

（入学者の受け入れに関する方針） 

【学部】 

経営教育学部に在籍し、教育理念・教育目標に沿って設定した各

コースの授業科目を履修し、各分野の単位を修得することを学位授

与の基準とする。 

【学科】 

経営教育学科は、教育課程の単位を修得し、下記の能力を備えた

学生に卒業を認定し、学位を授与する。 

【学部】 

専門分野の学修を高度化・深化できる学修方法と教育内容を踏

まえた幅広い教養と専門的な知識、技能の修得と、豊かな人間性

の育成を目指す為の教育課程を編成する。 

【学科】 

建学の精神に基づき、年次進行に沿ったキャリア教育と専門的

な知識、技能の修得を行い、幅広い教養に裏付けられた豊かな人

間性を身に付ける為の教育課程を編成する。 

 

1年次：経営・教育分野における必要な基礎知識を学修し、上級

年次の専門分野に対応できる教育課程の編成。 

2年次：個々の興味ある専門分野を意識した学修を行い、専門分

野以外の科目も幅広く履修できる教育課程の編成。 

3年次：専門的な知識・技能を深めながら、情報収集・分析をする

能力を学修すると共に、社会の問題・課題に取り組む姿勢を身に

つける為の教育課程を編成。 

4年次：幅広い教養と専門的な知識・技能に基づいた研究・報告を

する能力を修得し、社会的自立をはかるために必要な能力を養う

為の教育課程を編成。 

 

【学部】 

知識基盤社会の一員として、自ら学び、自ら考え、自ら道を拓く

能力を培うことにより、社会で貢献できる人材を育成するために、

高等学校課程までに修得した知識や教養、倫理観に基づき、自

己の可能性に挑戦する人を求める。 

 

【学科】 

社会が形成され発展していくには、人を育て、人を活かせる、リ

ーダーシップの能力を育成するために、本学科は、経営学と教育

学を軸に、専門的知識の獲得と実践力を身につけ、主体的に将

来の進路を探索しながら真摯に学修に励む人を求める。 

 

1.高等学校卒業相当の知識を有し、幅広く基礎的な学力を身につ

けている人。 

2.経営・自動車・バレエ分野について、強い関心を持ち、将来、社

会や企業で活躍したい人。 

3.中学校技術科、高等学校情報科の教員として将来の目的をは

っきりと持っている人。 

4.学習した知識・技能・態度等を総合的に活用し社会の発展に寄

与することを目指す人。 

 

知識・理解 Ⅰ 
経営・教育分野における社会科学や自然科

学に関する知識を有している。 

汎用的技能 

(技能・表現) 
Ⅱ 

幅広い教養と専門分野に関する知識を基に、

社会や企業、教育の現場で求められるスキル

と論理的思考や問題解決力を有している。 

態度・志向 Ⅲ 
個の成長と確立を目指し、主体的・協調的な

学力を有している。 

統合的な学

習経験と創

造的思考力 

Ⅳ 

学習した知識・技能・態度等を総合的に活用

し自らが建てた新たな課題にそれらを適用で

きる課題解決力を有している。 

 


